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時代の丸木舟は全国で約 160 艘発見されているが、そのうち千葉県出土が 60 艘を占める。残存条
件が良かった面もあるが、利根川水系の河口付近で舟が多用されたことも理由の一つと考えられ
る。最近では、2015 年に日本最古（約 7500 年前、縄文早期）といわれる丸木舟が千葉県市川市の




























































「日本経済新聞」2015 年２月 23 日










見る位置に着き、さらに 3～4 時間すると五島列島まで来るという伝承が残っている 23）。後の時代
の記録になるが、遣唐使の一行に混じって入唐を志した僧円仁（慈覚大師）が、五島列島の北端の
宇久島を 838 年（承和５年）６月 23 日に出航し、早くも７月 2 日には揚子江の河口に到着してい
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国を意味していよう。『魏志』倭人伝に出てくる「狗邪韓国」や任那の前身である。
　さらに『三国史記』新羅本紀には、倭人が兵船百余艘で攻めてきたとか、城を囲まれた等倭人の

















































































































































































































































































（二重構造モデル）を否定する。崎谷満『DNA でたどる日本人 10 万年の旅』（昭和堂、2008 年）54～6 頁、









る、東西 23km、南北 16km の巨大海底カルデラ。鬼界カルデラの大爆発は縄文時代以降日本最大規模の火山
噴火であり、南九州には火砕流を、その他の日本列島にはアカホヤ火山灰（約 6300 年前）と呼ばれる火山灰
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